
氏名：年　　　　組　　　　番日本の住居

DVD を見て、次の問いに答えなさい。

1 次の時代について、住居や倉庫の名称・それぞれの工夫を答えなさい。

7 バリアフリー住宅の特徴を答えなさい。

名称
【縄文時代：住居】

工夫

名称
【弥生時代：倉庫】

工夫

5 盛美館の特徴を答えなさい。

ワークシート

3 次の用語について、その説明を a～eから選び、記号で答えなさい。

【a】
【b】
【c】
【d】
【e】

床の間の横に、飾りとして造られた棚。茶の道具などを飾る。（書院造）
物をのせたり位の高い人が座る、一段高い場所。（書院造）
空間を仕切るための、竹を細かく割って編んだすだれ。（寝殿造）
部屋の中に、光や風を取り込むための板戸。（寝殿造）
縁側に張り出して設けた出窓のような部分。読み書きをする場所から、座敷の装飾に変化した。
（書院造）

（１）しとみ戸 （　　　　　　） （２）御簾
（３）違い棚 （４）書院

（　　　　　　）
（　　　　　　）（　　　　　　）

（５）床 （　　　　　　）

平安時代の貴族の住まいは、（　　　　　　）と呼ばれています。中心的な建物を（　　　　　　）といい、

南向きに建てられています。その左右背後に（　　　　　　　）と呼ばれる付属的な建物を配して、

それらを（　　　　　）と呼ばれる廊下でつないでいます。また、池にせり出すように（　　　　　）

を造り、水の庭を楽しみました。

2 平安時代の住居について、（　　　）内に適切な語句を答えなさい。

1 2

3

4 5

1 2 3

4 5

京都市内に現在も残っている、江戸時代から昭和初期にかけて造られた住居を（　　　　）という。

商人や職人の住居で、（　　　）と（　　　）の場をかねていました。構造は、（　　　）といわれる

細長い作りになっており、（　　　）が狭くなっています。通りに面した（　　　）は、格子戸から光

を取り入れており、台所でも高窓や（　　　）から光を取り込むなど、至るところに暮らしの工夫が

されています。部屋は一列に並び、客を迎え入れる（　　　）、そこから見える小さな庭（「　　　」）

が造られています。

4 京都によくみられる住居について、（　　　）内に適切な語句を答えなさい。

6 第二次大戦後から現在までの住宅の歴史について、正しい順序に並びかえなさい。

1

2 3 4

9

9

6

6

7

8

8

5

みす

とこ

1 2 3

4 5

7

e

衛生的な住環境
が整う。

ダイニングキッ
チン誕生

b

日本住宅公団が
発足する。

住宅不足が深刻
化する

d

食事の部屋と 2
つの部屋を確保。

2DKの間取り
が登場

a

サラリーマン向
けの住宅。

リビングルーム
誕生

c

3LDKなど、部
屋数が増える。

一人一室の住居
スタイル

→ →→ →

せいびかん

NHKDVD教材　新・家庭科ベストセレクション

竪穴式住居

寝殿造

高床倉庫 町家

「和の住まい」と「洋の住まい」を合わせた、和洋折衷。

室内に段差などがなく、高齢者や障がい者にやさしい住まい。

b e

仕事 生活

うなぎの寝床 間口 見世の間

天窓 奥の間 坪庭

寝殿

渡殿
わたどの つりどの

たいのや

d
a

c
e

b

釣殿

対屋

地面を掘り、半地下式にしていた。
寒い地域では、暖かいように深く掘った。

米を湿気から守るため、地面から高い場
所に作られた。

d a c


